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マーケットデザイン
⼈⼯知能×ゲーム理論でヒトとモノを

適材適所に配置する技術

様々な資源のオークション人員配属／勤務スケジュール車両と利用者のマッチング
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①社会背景
⼈⼿不⾜解消や環境負荷の低減、エネルギーの効率的な利⽤
のために、労働⼒や資源の効率的な配置が⼀層求められています。

②技術的課題
• 社会の参加者である個⼈や企業は、⾃⼰の効⽤（利益）を最⼤化
しようと⾏動します。

• そのため、各⾃が社会にとって適切な⾏動をするための
インセンティブを考慮した制度（ルール）設計が必要です。
ü嘘や不正⾏為をしても効果がないルール

社会背景と技術的課題



本技術の特徴
• マーケットデザイン

–労働⼒も含め、限られた資源を最適に配置する
ためには、⼈々の好みをもとに、望ましい資源
配分を⾏わなければならない

–社会としての意思決定のメカニズム（制度）を
適切に設計する（メカニズムデザイン）

• ゲーム理論の概念を適⽤
–ゲーム理論︓社会現象を、戦略、利得等で簡潔
に記述される「ゲーム」として定式化し分析を
⾏う学問分野

–様々な性質に対する理論的保証が可能
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メカニズム

個⼈／企業
の好み

（希望、条件など）

全体のバランスを考慮しつつ、
個々の希望や条件を可能な限り
満⾜する配属を決定可能
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従来⼿法
ü 経験則に基づく
ü ⼿作業での決定
ü 複雑な状況の場合、決定に時間を要することも

提案⼿法
ü データ駆動型
ü ⼈⼯知能による⾃動化
ü 計算機を⽤いた⾼速化



1. 配⾞割当て（⾞両と利⽤者のマッチング）
– 運転⼿の収益に関する公平性を考慮
– 強化学習を利⽤して、配⾞割当てを効率化

2. ⼈員配置
– ⼈員の間の関係性を考慮
– 協⼒ゲームの枠組みを⽤いて、最適な協⼒関係を
構築できるように編成

3. オークション
– 複数の商品を同時に対象可能（組合せオークション）
– 不正⾏為（⼊札額に嘘をつく、複数の名義で⼊札するなど）に頑健
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社会で⽣じるミスマッチを
⼈⼯知能×ゲーム理論
で解決します︕

ヒトとモノの適材適所を実現します。
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